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木津川市社会教育委員会 開催結果要旨 
 

会 議 名 令和７年度 第５回 木津川市社会教育委員会 

日    時 
令和７年１２月２４日（水） 

１３時３０分～１４時４５分まで            
場   所 市役所 庁舎第２北別館 

出 席 者 
委    員 

■髙原 和子   ■木村  勝   ■三上 かず子 ■花田 康子 

■橋本 京子   ■井上 若菜  ■渡邊 素子   ■藤澤 正典  

□今井 清美   ■石田 康二  ■芝原 昌代   ■武田 光弘 

■河原 勝彦   ■藤木  京                   ※ □：欠席者 

事 務 局 中島課長、藤田課長補佐、堀課長補佐、德田係長 

１．開会 

髙原委員長から開会にあたり挨拶があった。 

   

２．議題 

①生涯学習推進計画各施策の現状と課題について 

前回会議でも協議した「生涯学習推進計画各施策の現状と課題」について、各施策の「今後

の方向性」を追記したことから、現状と課題の資料を基に課長から説明があった。 

 

（委 員） 

２ページの（２）の現在の課題に、アンケート調査の中で「希望する講座等がない」という意

見があるようだが、どのような頻度で意見を聞いておられるのか。 

もう１点、ボランティアがいないので開催ができないということで、キッズ広場についても、 

それが課題である。コーディネーター、サポート、ボランティアという枠があるが、ボランティアも

無償ではなく、交通費ぐらいは考えるべき時機が来ているのではないかと思う。 

（事務局） 

ニーズを把握する頻度については、具体的に全市民に対して問い掛けをしようという想定は

していない。全市的な取り組みとなれば、総合計画の見直しや生涯学習推進計画の見直しの時

期になると思っている。社会教育課で主催をしている様々な事業、例えば生きがい大学や公民

館が主催している公民館講座等で、市民の方と関わる際にはニーズ調査を行っている。その中

から次年度新しく開催する講座等については検討するようにしている。 

また、ボランティア、コーディネーターの方の報酬が不十分だと言うことは承知をしていてい

る。交通費ぐらいは何とかしないといけないという課題も認識はしているが、財政的な話になる

が、国からの補助金も本来４分の３付くはずが、半額補助にも満たないのが現状である。そうい

った財政上の課題も、この事業については抱えており、引き続き国には当初の予定通りの財政

支援を受けられるようお願いはしていきたいと思っている。 

今のコーディネーターの謝礼は、1時間1,100円で木津川市は設定しているが、最低賃金に

迫ってきている状況である。謝礼なので、雇用関係の賃金ではないため、整合する必要はない

が、そういった部分の引き上げと、無償サポーターの方の手当てをどうしていくのかというのは、

課題と考えている。 
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（委 員） 

アスピアにおいて山城中学校の１年生を対象に探求の講座を開催されたと思うが、それは公

民館講座として開催されたのか。 

（事務局） 

社会教育課の事業ではなく、公民館講座でもない。 

（委 員） 

アスピア独自の事業である。 

（委 員） 

講師が関東の方なので、講師料が高くついたのではないかと気になった。 

（委 員） 

館長が知り合いの方を通じて、来ていただいたようである。 

（委 員） 

企業・団体の登録制度の話があったが、磯矢硝子以外に他何社登録があるのか。 

（事務局） 

７、８件である。 

（委 員） 

生きがい大学であるが、参加者同士の交流がないため、交流できるようなカリキュラムを考

えてほしい。是非、子ども教室の体験のカリキュラムを検討していただきたい。 

（委 員） 

スポーツの話になるが、各新聞にスポーツ大会の結果を掲載してもらえる枠があるので、是

非、活用して情報提供してはどうか。 

また、木津川市には立派な中央体育館があるので、各競技の全国大会や近畿大会の会場と

して使用していただき、子ども達にスポーツを見る機会を与えていただきたいというのがお願い

である。 

（委 員） 

生涯学習推進計画の３ページにＰＤＣＡサイクルの関係で、計画の推進体制の欄に生涯学習

担当課が中心となって関係各課と連携しながら進捗状況の確認や効果の把握等を行うとなっ

ているが、庁内でどのようにして確認や進捗状況を把握しているのか。 

この資料については、庁内で共有しているのか。また、ホームページに公開する予定はあるの

か。 

（事務局） 

この資料を作るにあたり、社会教育課の取り組みだけではなく、例えば、６ページ目の（４）リ

ーダーの養成のところでは、認知症サポーター養成講座や食生活改善推進員養成講座のよう

に社会教育課以外が所管をしている生涯学習に繋がる取り組みについても網羅をしているとこ

ろである。そういったところも含めて今後進捗管理をしていかないといけない。以前に報告させ

ていただいた「生涯学習に関する取り組み状況調査」については、継続して行い、社会教育課と

して全庁的にどういった取り組みがどれだけ進んでいるのかということを、しっかり把握してい

きたいと考えている。その調査結果を全庁にフィードバックをすることで、重複する事業や類似す

る事業があれば、協力することで相乗効果が得られそうな事業、そういったところを各担当課で

洗い出して、取り組みを進めていただきたいと思っているが、今後、各担当課において、取り組み
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が自発的に進んでいかないようであれば、社会教育課が主導して進めていく必要がある。取組

状況調査については、毎年実施し、この会議においても報告をさせていただき、その報告を受け

て、こうした方が良い等のアイディアがあれば、また教えていただきたいと考えている。 

次に、この資料については、全庁的に共有をする、またホームページで公開することは考えて

いない。社会教育課が生涯学習施策を進めていくにあたり、社会教育の取り組みを点検してい

ただくための社会教育委員会内での資料として活用していきたいと考えている。市民向けにフ

ルオープンにするには、もう少し内容も検討する必要があるため、今年は、このような枠組みさえ

ないところから始まったので、来年度以降どうするのかについては、またご意見を頂きたいと考

えている。 

（委 員） 

庁内で情報共有をすることは大事だと思うので、例えば部長会で報告したり、教育委員にも

知っておいていただく必要があると思う。 

資料としては、令和７年度までの取組みということで、６年度分と７年度分の前半部分を一括

していると思うが、これは毎年報告することなので、７年度の取組みとして、また作成するという

ように理解している。 

３ページの「学習内容の充実」については、計画では地域的課題や現代的課題に対応した

学習内容の設定になっているが、これに対応していないといけないので、「コーヒーの世界を知

ろう」等だけの記述だけでは弱いと思う。また、現在の課題については、なしとなっているが、ア

ンケート結果でも希望する講座がないと書かれている中で、ここで課題なしとは言いにくいの

ではないかと思う。実際、防災関係や歴史文化の関係も行っておられるので、何か例を書くべき

である。これでは課題はないという誤解を与える可能性があるので、もう少し意欲的に書いて、

それに対して今後の方向性を検討していくことになると思う。 

（５）生涯学習施設の整備については、この通りだと思うが、「現在の課題」のところで、施設

の充実には既存施設の統廃合など、抜本的な対策が必要ですとあるが、施設の充実イコール

既存施設の統廃合と勘違いする恐れがあるので、そこまで書かなくとも良いのではないかと思

う。 

（事務局） 

これについては、木津川市全体の方針として、公共施設総合管理計画の中で、例えば交流会

館であれば、３館あるものを２館にするという統廃合の方針が示されている。全庁的な整合性の

中で、このように書かせていただいている。 

（委 員） 

それなら市の政策に基づいて、生涯学習施設の整備でも課題ですというような一言を入れて

はどうか。そうでないと変な誤解を受ける可能性があると思う。 

（事務局） 

そういう事もあるので、この資料は公表を前提にしていない。 

（委 員） 

情報公開の対象にもなるので、丁寧に入れておいた方が良いと思う。 

（事務局） 

今年は、どこまでの資料を作るのかという事が分からない中で、４月以降ご意見をいただき

ながら一旦この形になった。これで情報が多いのか少ないのか様々あると思うので、令和８年
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度に入れば、また議論していただきたいと考えている。 

（委 員） 

議論というか、まず市の方で検討いただいたら良いと思う。 

（委 員） 

みなさん他にも意見があると思うが、今日は、この会議のあともあり、時間がないので、次回

の会議でこの続きをやってはどうか。 

（委員長） 

それでは、次回の会議で、この続きをやることとします。 

 

②全国社会教育研究大会岩手大会の報告について 

１０/３０、３１に岩手県盛岡市で開催された全国大会について、出席された河原委員から報

告書を基に、講演及び分科会等についての感想の報告があった。 

 

③京都府社会教育研究大会の報告について 

１１/２１に京田辺市中央公民館で開催された京都府の研究大会について、出席された渡邊

委員、武田委員から講演会及びグループワーク等についての感想の報告があった。 

 

④部会（計画実践部会・施設運営部会）からの報告について 

両部会共に４回目の部会を開催し、協議内容について、各部会長から報告があった。 

 

◎計画実践部会   １１月１３日（木） 庁舎北別館にて開催 

木村部会長から次のとおり報告があった。 

放課後子ども教室、地域学校協働本部、コミュニティスクールの状況について、社会教育課

の担当者から説明を受けた。 

放課後子ども教室については、９月は暑さ指数が高いということから前半は中止となった。 

１１月、１２月は、インフルエンザの関係で、棚倉小学校、城山台小学校で学級閉鎖があり中止と

なった日もあるが、その他は、計画通り進めていただいたようである。来年度開設予定の恭仁小

学校、加茂小学校の件については、これまでの状況について説明を受けたが、ボランティアが

集まらない等のことから、来年度の開設は無理という判断になったようである。令和９年度に向

けて来年度はトライアル教室を行う予定のようである。 

地域学校協働活動については、今のところ順調に進めてもらっており、先ほど話があった企

業団体の協力募集で登録された団体の一覧表をもらっている。 

コミュニティスクールについては、現在３校であるが、来年度は市内の小中学校全ての学校

において開設される予定である。 

 

◎施設運営部会   １２月５日（金） 女性センターにて開催 

三上部会長から次のとおり報告があり、その後、参加した委員から一言ずつ感想を述べた。 

女性センターについては、木津町時代、女性管理職の松井さんという方の案で計画されたよ

うであり、ゆったりとした空間、調理室の広さ、保育室の設備等、女性の目線で計画された施設

だと関心して見ていた。 
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女性センターという名称から男性が遠のいてしまうので、委員からは通称名を考えてはどう

かという提案があった。 

 

３．その他 

  次回会議の日程調整を行い、２月２５日（水）午後１時３０分から開催することとなった。 

  次回の会議では、南加茂台地域おこし協力隊の栗本さんから活動報告のお話をしていただ

く予定である。 

 

４．閉 会 

三上副委員長から閉会の挨拶があった。 

 

以 上 

 

 

 

 

その他特記事項 なし 

 


